










　顔面口腔領域に発現する唇顎口蓋裂(以下略して口蓋裂という)は、その頻度、

侵襲の程度からいっても注目すべき先天異常のひとつである。

　わが国における口蓋裂の発現頗度は、欧米コーケシャ系白人に較べると高率

であって、400～500 回の分娩に 1 回の割合であり、白人の 700 回に 1 回の頻

度よりも多いことが知られている。本年度の調査は、主として育成医療受診状

況について新潟市を中心に行なったものであり、その結果では、600 回に 1 回

程度というやや少ない数字をえているが、被調査年令に至るまでの患者の死亡

や、育成医療を受けない者も加味すれば、従来発表されていた数値と異るもの

ではない。


